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 論  文  名：Significance of Discordant Results Between Confirmatory Tests  

in Diagnosis of Primary Aldosteronism  

     （原発性アルドステロン症の診断において機能確認検査の結果が乖離する  

意義）  

      

 区  分：甲 

 

論 文 内 容 の 要 旨  

 

背 景：原 発 性 ア ル ド ス テ ロ ン 症 の 診 断 に お い て 、現 在 の ガ イ ド ラ イ ン で は １

つ 以 上 の 機 能 検 査 の 陽 性 確 認 が 推 奨 さ れ て い る が 、機 能 検 査 の 結 果 が 乖 離 し

た 場 合 に 複 数 の 検 査 を 実 施 す る 臨 床 的 意 義 は 確 立 し て い な い 。  

目 的：２ つ の 機 能 確 認 検 査 の 実 施 が 原 発 性 ア ル ド ス テ ロ ン 症 の 病 型 診 断 に 与

え る 影 響 を 明 ら か に す る 。  

研 究 デ ザ イ ン と 設 定 ： 2 つ の 施 設 に お け る 後 ろ 向 き 横 断 研 究 。  

方 法 ： 20 0 7 年 か ら 20 1 9 年 4 月 の 間 に 当 施 設 を 受 診 し 、原 発 性 ア ル ド ス テ ロ

ン 症 が 疑 わ れ カ プ ト プ リ ル 負 荷 試 験 （ ca p t o p r i l  c h a l l e n g e  t e s t； C C T） と

生 理 食 塩 水 負 荷 試 験 （ sa l i n e  i n f u s i o n  t e s t； S I T） を 実 施 し 、 1 つ 以 上 の

検 査 が 陽 性 で あ っ た 36 0 人 の 高 血 圧 患 者 を 対 象 と し た 。副 腎 静 脈 サ ン プ リ ン

グ （ ad r e n a l  v e i n  s a m p l i n g； A V S） の 結 果 が 病 型 診 断 に 利 用 可 能 で あ っ た

19 3 人 の 解 析 を 行 っ た 。   

主 要 評 価 項 目 ： 機 能 確 認 検 査 の 結 果 に お け る 両 側 性 病 型 の 頻 度 。  

結 果 ： 19 3 人 の う ち 12 7 人 が CC T、 S I T と も に 陽 性 、  3 4 人 が C C T の み 陽 性 、

32 人 が SI T の み 陽 性 で あ り 、58 人 が 片 側 性 、13 5 人 が 両 側 性 と 診 断 さ れ た 。

単 独 陽 性 症 例 は 、２ つ と も 陽 性 で あ っ た 症 例 と 比 較 し 原 発 性 ア ル ド ス テ ロ ン

症 の 臨 床 的 特 徴 が よ り 軽 度 で あ り 、両 側 性 と 診 断 さ れ た 割 合 が 有 意 に 高 か っ

た (6 3 / 6 6  [ 9 5 . 3％ ]  v s  7 2 / 1 2 7  [ 5 6 . 7％ ]、 P  < 0 . 0 1） 。 ま た 、 CC T 単 独 陽 性

症 例 と SI T 単 独 陽 性 症 例 の 間 で い く つ か の 臨 床 所 見 に 有 意 な 差 を 認 め た 。  

結 論 ： CC T と S I T の 結 果 が 乖 離 す る 症 例 で は 、 AV S で 両 側 性 と 診 断 さ れ る 割

合 が 高 か っ た 。  

 

 

 

  


